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既に盛り込み
済みの意見
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産業分類別特化係数について、掲載
されているのは従業員数を基にした
特化係数だが、稼ぐ力(修正特化係
数)と組み合わせるとどのような形に
なるか？

　
　総務省統計局　地域の産業・雇用創造
チャート－統計でみる稼ぐ力と雇用力－
「平成28年経済センサスー基礎調査」を基
に作成した資料より、藤枝市の修正特化係
数をみると、「プラスチック製品製造
業」、「化学工業（医薬品等）」、「生産
用機械器具製造業」の集積度が高くなって
います。
　また、特化係数によると「茶・コーヒー
製造業」が高く、「医薬品製造業」は従業
員数も高いことがが示されており、本市の
産業の強みとして、地域ビジョン「“食と
農×健康・医療”で変革を生み出す産学官
民共創都市」の実現に繋げるとともに、本
編に修正特化係数の図表を表示します。
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転入・転出者アンケート調査につい
て、年代別、家族構成別の分析は出
来ているか？移住促進において訴求
したいのは若い世代になると思われ
るので、世代毎の需要を読み取った
方が良いと考える。

　転入・転出者アンケートにつきまして
は、市民意識の把握を目的に、性別、職
業、年齢、家族構成別で、継続的に統計を
とっており、若い世代をはじめとした移
住・定住希望者に訴求できるような施策の
分析に活用しております。

反映した意見
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若者が求める業種の背景を考えた方
が良いのではないか？
また、地元(藤枝市)で働きたいが、
求める職種がないというケースがど
の程度あるのか、実状の把握は出来
ているのか？

　若者の求める「インターネットサービ
ス」や「ソフトウェア」、「銀行」などの
職種については、時代のニーズや若者の関
心が高く、併せて成長性があり、賃金水準
も高いものと考えており、地域ビジョンの
新たな産業・まちづくりの内容に繋げてお
ります。
　また、2022年度から開始した「Uター
ン・地元就職応援事業C'monWakamon」
をプラットホームに、首都圏等へ進学した
学生との継続的なコミュニケーションの体
制を構築しており、実情をリアルタイムに
把握しております。

既に盛り込み
済みの意見

意見の反映状況一覧

№ 意見の内容 市の考え方 反映結果
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「藤枝市新総合戦略（藤枝市デジタル田園都市総合戦略）」（案）

パブリックコメントの結果

（１）意見提出者の数　　　　　　　 1

案件名

「藤枝市新総合戦略（藤枝市デジタル田園都市総合戦略）」（案）に対し、ご意見をいただき
ありがとうございました。
提出された意見の内容（要約）及び意見に対する市の考え方は次のとおりです。

　　　            　　　　　　　　　施策担当課→市民活動団体支援室

（５）その他（質問含む）　　　　　　

5

意見の反映状況

（２）提出された意見の数　　　　　

（１）反映した意見　　　　　　　　　

（２）既に盛り込み済みの意見　　　　　　
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（３）今後の参考とする意見　　　　　

（４）反映できない意見　　　　　　　



：

：

反映した意見

意志決定後の計画、策定案の内容

資料
・藤枝市新総合戦略（藤枝市デジタル田園都市総合戦略）（案）
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創業支援に関しては、起業後の事業
の継続性に着目した目標数値を設定
した方が良いのではないか？例え
ば、税収額増加への効果、増加した
雇用等。公共事業としての最終的な
目標は雇用の受け皿を増やす、利益
から税収を得る、購買活動による地
域経済への貢献になるかと考える。
もちろん、社会的課題を解決するた
めの起業を否定する訳ではないが、
何かしら有形のアウトカムを意識し
て欲しい。

　起業・創業者を生み出すだけでなく、事
業を継続する力を高めるなど、持続的な成
長を支援する必要があることから、「創業
後継続率」をKPIに加え、施策の妥当性を検
証してまいります。

参考とする意
見
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　パブリックコメント制度とは、市の基本
計画などを策定するとき、事前にその原案
を公表して皆さんのご意見を募集し、頂い
た御意見を考慮して市の機関としての意思
決定を行う手続きとなります。したがっ
て、広く意見を募集するうえで、インター
ネットを活用できない方に向け、印刷した
ものを配架しておりますが、今後も全ての
市民がみることができるよう、公開方法に
ついては随時見直しをしていきたいと考え
ております。

行政におけるペーパーレス化推進に
ついて、今回のものも含めて、パブ
リックコメント実施時に地区交流セ
ンターに計画案を印刷されたものが
設置されているが、これらを手に取
る人はどの程度いるのか？パブリッ
クコメント提出者数を見ても、ほぼ
手に取られていないのではないかと
思う。その場合ペーパーレスに逆行
するどころか、無駄な経費が掛かっ
ていることになるかと思うので実状
を確認して欲しい。情報公開を否定
するわけではないが、webで十分で
あれば公開方法の取捨選択は必要。

意見公表場所
市ホームページ、市役所行政情報コーナー、岡部支所、
文化センター、各地区交流センター、企画政策課

電子メール kikaku@city.fujieda.lg.jp

担　　当　　課 電話 ０５４－６４３－２０５５（内線３０１２　　　　）

藤枝市企画創生部企画政策課（担当者：河島、川口）
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